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プロジェクトマネジメントとは

プロジェクトマネジメントとは、プロジェクトの要求事項を満足させる
ために、知識、スキル、ツール、及び技法をプロジェクト活動に適用
することである。

プロジェクトマネジメントは、プロジェクトのために特定されるプロジェ
クトマネジメント・プロセスの適切な適用と統合を通して達成される。

プロジェクトマネジメントは、組織がプロジェクトを効果的かつ効率的
に実効できるようにする。
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出典：ＰＭＩ、プロジェクトマネジメント知識体系ガイド 第６版



プロジェクトマネジメントの効果

良いプロジェクトマネジメント

• ビジネス目標を達成する
• ステークホルダーの期待に応える
• 予測精度を向上させる
• 成功の可能性を高める
• 適切な時期に適切なプロダクトを提
供する

• 問題や課題を解決する
• タイムリーにリスクに対応する
• 組織の資源の使用を最適化する 3

悪いプロジェクトマネジメント

• 納期遅延
• コスト超過
• 品質不良
• 再作業
• プロジェクトの野放図な拡張
• 組織の評判の喪失
• ステークホルダーの不満
• プロジェクト目標の未達成

出典：ＰＭＩ、プロジェクトマネジメント知識体系ガイド 第６版

プロジェクトマネジメントの構成要素

1. プロジェクト・スコープ・マネジメント
2. プロジェクト・スケジュール・マネジメント
3. プロジェクト・コスト・マネジメント
4. プロジェクト・品質・マネジメント
5. プロジェクト・資源・マネジメント
6. プロジェクト・コミュニケーション・マネジメント
7. プロジェクト・リスク・マネジメント
8. プロジェクト・調達・マネジメント
9. プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント
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講義の範囲



プロジェクト・ライフサイクル

立ち上げ

•プロジェクト・マ
ネージャーの任
命

•プロジェクト憲
章の発行

計画

• 目標の設定
• 作業の洗い出し
• 役割分担
• 所要時間の見積
もり

• スケジュール作る
• コスト、品質、資
源、コミュニケー
ション、リスク、調
達、ステークホル
ダーマネジメント
計画

実行

監視・コント
ロール

•報告
•レビュー会議

終結

•教訓を得る
•記録
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立ち上げ

プロジェクト・マネージャーの任命

定義
• プロジェクト・マネージャーは、プロジェクト目標を達成することに責任をもつチーム
をリードするために、母体組織が任命する人物

コンピテンシー
• テクニカル・プロジェクトマネジメント
• リーダーシップ
• 戦略的及びビジネスのマネジメント

２つの役割
• 戦略目標を理解し、プロジェクトの目標と結果が、事業領域の目標と結果に整合す
るよう、スポンサーと取り組む

• プロジェクトのチームが協力しあって取り組むように導く責任
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立ち上げ

プロジェクト憲章の発行
プロジェクトの発足を宣言し、関係者に知らしめる
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プロジェクト名： 発行日：

プロジェクト・スポンサー： プロジェクト・マネジャー：

プロジェクトの目標： 成果物：

期限： 予算：

氏名 役割・責任 権限

前提条件：

留意事項：
出典：中嶋秀隆、プロジェクトマネジメント

立ち上げ

演習： プロジェクト憲章の発行
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プロジェクト名： 新東京サテライト教室 発行日： 令和２年６月３０日

プロジェクト・スポンサー： 学長 プロジェクト・マネジャー：

プロジェクトの目標： 長岡以外の学生に対し、通
学、学習環境を向上させる

成果物： 講義教室

期限： 令和２年度末 予算： 初期1,000万円、年間維持400万円

氏名 役割・責任 権限

前提条件： 学生は１学年１５名

留意事項：



計画

目標の設定

スポンサー、ステークホルダーのニーズの把握（プロジェクトが立ち
上げられた背景も）

プロジェクト・スコープの記述： プロジェクト憲章を段階的に詳細化

成果物： 各プロセス、プロジェクトを完了するための成果

受入基準： 成果物が満たす条件

除外事項： プロジェクトから除外するものを特定

変更管理： 目標を変更する場合の手続を決める
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Ｓ（Specific）： 具体的に
Ｍ（Measurable）： 測定可能に（できれば数値化）
Ａ（Aggressive）： 意欲的な、高いレベル
Ｒ（Realistic）： 現実的で達成可能
Ｔ（Time-Limited）： 期限が明確
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計画

目標の設定： 文章による明確化 ＳＭＡＲＴ

通学、学習環境を向上させる 東京駅、羽田空港から３０分圏内
冷暖房、空調、Ｗｉｆｉ完備
一人当たり１．５㎡ 離隔距離１ｍ
新年度までに など



プロジェクトの背景： 受験者数を増やすために受験生にアピール

学長のニーズ： 学生が「勉学に没頭できた」と感じ、広める

学生のニーズ：
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計画

演習： 目標の設定

計画

演習： 目標の設定

プロジェクト・スコープ：

成果物：

受入基準：

除外事項： 学生食堂

変更管理：
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ＷＢＳ（Work Breakdown Structure）を作成する
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計画

ワーク・パッケージ（ＷＰ）の特定

プロジェクト

レベル１

ＷＰ レベル２

ＷＰ

ＷＰ

レベル１

ＷＰ

ＷＰ

レベル１

ＷＰ

ＷＰ

Structure の切り口
• ワークフロー
• 製品の構造
• 成果物
• 組織
• 経費項目

チェック！
• フロー、構造に抜けはないか？
• ダブりはないか？
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計画

演習： ワーク・パッケージ（ＷＰ）の特定

新東京サテ
ライト教室

仕様決定

アンケート 見積もり

教室

機材

賃貸契約 機材購入

ＷＰ

備品

引っ越し ？？

ＷＰ

ＷＰ

Structure の切り口
• ワークフロー
• 製品の構造
• 成果物
• 組織
• 経費項目

ＷＢＳを詳細化してください



プロジェクト名： 新東京サテライト教室
プロジェクト・マネジャー：
作成日：

識別コード：
作業内容： 備品の購入・受領・配置
担当者：

作業の説明：

作業の成果物：

完了・成功の判断基準：

前提条件：

作業日数：
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計画

演習： ワーク・パッケージ／作業の記述
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計画

作業の順序設定

終了ー開始関係（ＦＳ）： 先行作業が完了するまで後続作業を開始できない
パソコンの購入・配達が完了し、ソフトをインストールする

終了ー終了関係（ＦＦ）： 先行作業が完了するまで後続作業を終了できない
記事入力が完了するまで、紙面編集作業を終了できない

開始ー開始関係（ＳＳ）： 先行作業が開始するまで後続作業を開始できない
ブロックの搬入が開始されるまで、ブロックを積めない

開始ー終了関係（ＳＦ）： 先行作業が開始するまで後続作業を終了できない

通常

並行
作業

めった
にない

出典：ＰＭＩ、プロジェクトマネジメント知識体系ガイド 第６版
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計画

作業の順序設定： ラグとリード

作業Ａ 作業Ｂ
ＦＳ

作業Ａ 作業Ｂ
ＦＳ＋１０

作業Ａ終了後、作業Ｂ開始

作業Ａ終了１０日後、作業Ｂ開始

作業Ａ

作業Ｂ

ＦＳー１０

作業Ａ終了１０日前、作業Ｂ開始

ラグ

リード
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計画

演習： 作業の順序設定

開始

作業Ｄ作業Ｃ

作業Ｃ作業Ｂ作業Ａ 終了

プロジェクト名： 新東京サテライト教室



①過去の類似作業実績 １人で２０日

②類推 作業量が２割多い→１人で２４日
二度目の作業で効率１割アップ→１人で２２日

③固定時間作業と可変時間作業に分解

部品をトラックで運ぶ作業（人が増えても短くならない）

部品を組み立てる作業（人が増えると短くなる）
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計画

作業日数の見積もり

計画

スケジュール： クリティカル・パス法
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最速開始 所要期間 最速終了

作業名

最遅開始 フロート 最遅終了

作業ノード

１ ５ ５

作業Ａ開始

１５

作業Ｄ

１０

作業Ｃ

５

作業Ｂ

終了

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

往路分析

１日目に開始

５日間必要 ５日目に終了 ６ １０

６ １５

１６ ３０

クリティカル・パス



計画

スケジュール： クリティカル・パス法
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最速開始 所要期間 最速終了

作業名

最遅開始 フロート 最遅終了

作業ノード

１ ５ ５

作業Ａ開始

１６ １５ ３０

作業Ｄ

１６ ０ ３０

６ １０ １５

作業Ｃ

６ ５ １０

作業Ｂ

終了

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

復路分析

遅くとも１６日
目に開始

３０日目に終了余裕はゼロ

１５０６

５０１

１５１１ ５

クリティカル・パス
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計画

演習： クリティカル・パスを見つける

４

作業Ａ１

３

作業Ｄ１

２

作業Ｂ１

２

作業Ｂ２

１

作業Ｃ１

2.5
作業Ｄ２

２

作業Ｃ２

２

作業Ｄ３

0.5
作業Ｅ１

0.5
作業Ｃ３

開始

終了

最速開始 所要期間 最速終了

作業名

最遅開始 フロート 最遅終了 出典：中嶋秀隆、プロジェクトマネジメント



計画

Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ： クリティカル・パスの短縮
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最速開始 所要期間 最速終了

作業名

最遅開始 フロート 最遅終了

作業ノード

１ ５ ５

作業Ａ開始

１６ １５ ３０

作業Ｄ

１６ ０ ３０

６ １０ １５

作業Ｃ

６ ５ １０

作業Ｂ

終了

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

ＦＳ

１５０６

５０１

１５１１ ５

クリティカル・パス

クラッシング： 資源の追加
• フロートのある作業からクリティカル・パス上の作業に要員を移す
• 残業を承認する
• 高性能設備を導入する

ファスト・トラッキング
• 作業を並行する、順番を入れ替える
• 作業を細分化し、並行させる

品質を落とす、スコープを狭める
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計画

スケジュール： クリティカル・パスの短縮

追加予算が必要

手直しリスクが高まる

スポンサーの承認が必要
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計画

スケジュール： ガント・チャートの作成

1 5 1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

プロジェクト開始 ◆

作業Ａ

作業Ｂ

作業Ｃ

作業Ｄ

プロジェクト終了 ◆
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計画

演習： ガント・チャートの作成
1 5 1

0
1
5

2
0

プロジェクト開始 ◆

プロジェクト終了


